
 

常陸太田市地域ケア会議の仕組み 
- 

 

＜地域ケア会議の目的と各会議の機能＞ 
①個別課題解決、②ネットワーク構築、③地域課題発見、④地域づくり・資源開発、⑤政策形成 

会議名 主催 
会議の主な機能 

① ② ③ ④ ⑤ 

地域ケア推進会議 

（地域包括支援センター運営協議会） 
市   ○ ○ ○ 

多機関ネットワーク会議（市全域） 
市 

（運営 地域包括支援センター） 
 ○ ○ ○  

実務者ネットワーク会議（４地区） 
市 

（運営 在宅介護支援センター） 
○ ○ ○   

地域見守りネットワーク会議（１９地区） 

（地域ケアシステムキーパーソン会議） 
市社会福祉協議会 ○ ○    

 

【地域ケア会議５つの機能】 
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多機関ネットワーク会議 
（市全域・年４～６回） 

運営：地域包括支援センター 

実務者ネットワーク会議 

（日常生活圏域（４地区）ごとに毎月） 

運営：在宅介護支援センター 

ふれあいネットワーク会議 
（コミュニティ・公民館の圏域（１９地区）ごとに年１回） 

運営：社協 

 

ふれあいネットワーク（約 700チーム） 

 下記の関係機関等は、

左の全会議に関与するも

のとし、相互に連携協力

して円滑な会議の運営に

資するものとする。 

 

・地域包括支援センター 

・在宅介護支援センター 

・生活支援コーディネー

ター（SC） 

・主任介護支援専門員 

地域 

地域ケア会議の目的 
 

○医療、介護等の多職種が協働して高齢者等の個

別課題の解決を図るとともに、ケアマネジャー

のケアマネジメントの実践力を高める。 

 

○個別ケースの課題分析等を積み重ねることによ

り、地域に共通した課題を明確化する。 

 

○共有された地域課題の解決に必要な資源開発や

地域づくり、さらには高齢者福祉計画への反映

などの政策形成につなげる。 


